
                   

 

  

 

羽
生
市
シ
ル
バ
ー 

人
材
セ
ン
タ
ー 

理
事
長 渡

邉 
 

孔
夫 

  

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
セ
ン
タ
ー
事

業
に
対
し
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
新
年
度
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
一
言
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

今
年
は
、
法
人
と
な
り
満
30
年
目
の
記
念

す
べ
き
節
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
永
い

年
月
を
、
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自

主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
を
合
言
葉
に
、
共

に
手
を
携
え
、
仕
事
を
通
し
、
そ
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
や
そ
れ
を
サ

ポ
ー
ト
し
続
け
た
全
て
の
事
務
局
職
員
に
、
心

か
ら
感
謝
の
言
葉
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

現
在
の
日
本
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
生
産

人
口
の
減
少
に
起
因
す
る
諸
問
題
や
働
き
方

の
見
直
し
な
ど
、
既
存
の
考
え
方
や
価
値
観
が

根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
よ
う
な
、
い
わ
ば
、
大
き

な
社
会
の
変
革
期
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
も
歴
史
の

流
れ
の
一
過
程
で
あ
り
、
私
た
ち
は
、
こ
の
状

況
を
前
向
き
に
捉
え
、
時
代
を
見
据
え
、
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ

し
た
多
様
な
就
業
機
会
の
確
保
や
社
会
の
要

望
に
力
強
く
応
え
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

葛
西
用
水
の
畔
の
艶
や
か
な
桜
も
す
で
に

葉
桜
と
な
り
、
や
が
て
暑
く
厳
し
い
夏
が
到
来

し
ま
す
。
体
調
に
十
分
留
意
し
、
健
や
か
に
過

ご
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

事
務
局
長
に
五
月
女
次
長 

が
昇
格 

３
月
26
日
開
催
し
た
当
セ
ン
タ
ー
第
５
回

理
事
会
は
平
成
30
年
度
以
降
の
事
務
局
長
に

五
月
女
真
次
長
を
４
月

１
日
付
で
事
務
局
長
に

昇
格
さ
せ
る
こ
と
を
承

認
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
人
事
は
、
長
年

に
わ
た
り
理
事
、
事
務
局
長
と
し
て
の
活
躍
さ

れ
た
齋
藤
一
郎
氏
の
勇
退
に
伴
う
も
の
。 

▼
２
面
・
職
員
人
事
異
動 

 

新
事
務
局
長
の
五
月
女
氏
は
昭
和
40
年
生

ま
れ
。
63
年
セ
ン
タ
ー
入
社
の
プ
ロ
パ
ー
（
生

え
抜
き
）
。
こ
れ
ま
で
に
事
業
係
を
始
め
種
々

の
業
務
を
受
け
持
ち
、
セ
ン
タ
ー
業
務
全
般
に

精
通
し
て
い
る
。 

平
成
23
年
に
次
長
と
な
り
、
歴
代
局
長
を

補
佐
し
て
き
た
。
近
年
は
派
遣
事
業
の
推
進
、

新
規
事
業
の
企
画
や
立
ち
上
げ
、
就
業
先
開
拓

な
ど
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
氏

は
「
あ
り
が
と
う
☆
」
を
座
右
の
銘
と
し
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
大
切
に
し
た
い
と
言
う
。 

五
月
女
新
局
長
ご
あ
い
さ
つ 

 

こ
の
度
、
羽
生
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。 

セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
り
約
30
年
間
、

多
く
の
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
会
員
の
皆
様
の

笑
顔
が
満
ち
溢
れ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
、
ま

た
少
し
で
も
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
寄
与
で
き

る
よ
う
努
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
、
若
輩
者
ゆ
え
、
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
引
き
続
き
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

定
時
総
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
！ 

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
「
平
成
30

年
度
定
時
総
会
」
の
日
程
等
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 
 

定
時
総
会
は
当
セ
ン
タ
ー
が
定
め
る
年
１

回
開
催
の
重
要
な
全
体
会
合
で
す
。
万
障
繰
り

合
わ
せ
の
上
、
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
議
案
書
等
は
事
前
に
配
布
し
ま
す
。 

 

や
む
を
得
ず
欠
席
の
会
員
は
事
前
に
「
委
任

状
」
ま
た
は
「
議
決
権
行
使
書
」
を
事
務
局
あ

て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 
 
 
 

 
 

 

記 

◇
日 

時 

平
成
30
年
６
月
28
日
（
木
） 

 
 

 
 

午
後
１
時
30
分
よ
り 

◇
場 

所 

ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生 

大
会
議
室 

◇
議 

事 

平
成
29
年
度
事
業
報
告 

 
 
 

 
 

平
成
29
年
度
収
支
決
算 

監
査
報
告
、
他 

◇
報 

告 
 

平
成
30
年
度
事
業
計
画 

 
 
 

 
 

平
成
30
年
度
収
支
予
算 

                

セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念 

自
主 

自
立 

共
働 

共
助 
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（１）             いきいきはにゅう シルバーだより   第 42 号       平成 30 年 4 月 20 日           

 

 

2 面 第５回理事会報告 

   事務所からお知らせ 

３面 健康・交通安全講座に受講者多数 

     更なる高みを目指して 植木剪定班 

４面 公的施設就業交代基準説明会開催 

     ひまわり倶楽部(女性会)が花見会 

５面 大盛会！第7 回シルバーまつり 

６面 就業先訪問 

     ７thシルバーまつり 作品展より 

 

 

桜の後の出番は藤か。長さ１ｍ以上に垂れた

房は辺り一面に甘い香りを漂わせます。大天

白公園では、GW 中、「藤まつり」が開催さ

れ大変賑わいます。写真は市観光協会 HPより 

本号の主な内容 

新
年
度
を
迎
え
て 



理
事
会
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
６
回 

理
事
会 

 

平
成
30
年
３
月
26
日 

 
 
 
 

 
 
 

 

女
性
セ
ン
タ
ー
研
修
室 

■
議 

事 

▽
議
案
第
11
号 

会
員
の
入
会
の
承
認
に
つ
い
て 

（
平
成

29
年
12
月
1
日
～
30
年
３
月
16
日
） 

▽
議
案
第
12
号 

 

代
表
理
事
及
び
業
務
執
行
理
事
の
職
務
執

行
状
況
報
告
に
つ
い
て 

▽
議
案
第
13
号 

 

平
成
29
年
度
収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て 

▽
議
案
第
14
号 

 

平
成
30
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て 

▽
議
案
第
15
号 

 

平
成
30
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て 

▽
議
案
第
16
号 

平
成
30
年
度
定
時
総
会
の
日
時
及
び
場
所

等
に
つ
い
て 

▽
議
案
第
17
号 

 

事
務
局
長
の
給
与
に
関
す
る
要
綱
廃
止
に

つ
い
て 

▽
議
案
第
18
号 

 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て 

▽
議
案
第
19
号 

 

職
員
の
職
務
分
担
の
基
準
に
関
す
る
規
程

の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

▽
議
案
第
20
号 

理
事
及
び
監
事
候
補
者
選
考
要
綱
の
制
定

に
つ
い
て 

■
報
告
事
項 

①
第
７
回
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
に
つ
い
て 

 

 

②
会
計
監
査
の
報
告
に
つ
い
て 

 

■
そ
の
他 

今
後
の
日
程
に
つ
い
て 

 議
案
解
説
（広
報
委
） 

職
員
の
給
与
規
程
の
一
部
改
正 

事
務
局
長
の
給
与
に
関
す
る
要
綱
廃
止 

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
職
は
従
来
、
市
役
所
定

年
退
職
者
が
１
～
３
年
務
め
て
き
た
。
今
般
、

一
般
職
員
が
昇
格
異
動
し
た
こ
と
に
よ
り
給

与
体
系
の
一
部
増
設
（
７
級
）
や
管
理
職
（
局

長
お
よ
び
主
幹
・
副
主
幹
）
手
当
に
つ
い
て
見

直
し
、
４
月
よ
り
実
施
す
る
と
し
た
も
の
。
理

事
会
は
こ
れ
ら
の
改
廃
案
を
承
認
し
た
。 

 理
事
及
び
監
事
候
補
者
選
考
要
綱
の
制
定 

従
来
、
理
事
及
び
監
事
候
補
者
の
選
考
は
、

理
事
長
と
事
務
局
の
協
議
に
よ
り
行
わ
れ
て

き
た
。 

新
設
規
程
は
、
理
事
長
が
現
行
理
事
・
監
事

の
う
ち
６
名
を
「
選
考
委
員
」
と
し
、
理
事
会

の
承
認
を
経
て
選
任
す
る
。 

選
考
委
員
会
は
理
事

及
び
監
事
候
補
者
を
選

考
し
た
上
、
総
会
に
推
薦

し
、
承
認
を
得
る
こ
と
と

し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

ｱ

事
務
局
か
ら
お
知
ら
せ 

 
 
 
 
 
 

■
新
入
会
員
の
ご
紹
介 

 

今
般
、
理
事
会
の
承
認
を
受
け
、
新
た
に
入

会
さ
れ
た
５
名
の
皆
さ
ん
で
す
。
よ
ろ
し
く
お 

願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
12
月
1
日
～
平
成
30
年
３
月
16
日
） 

 

 

田
口
佐
千
代 

さ
ん 

（
下
新
郷
） 

 

大
木 

 

薫 

さ
ん 

（
上
新
郷
） 

 

亀
山 

法
子 

さ
ん 

 

（
東
） 

柏
木
八
千
江 

さ
ん 

 

（
南
） 

白
澤 

長
一 

さ
ん 

 

（
下
新
田
） 

  
 
 
 

 
 
 

 

       

■  

    

■
入
会
説
明
会
の
予
定
日 

４
月
18
日 

・
５
月
16
日 

・
６
月
13
日 

・

７
月
18
日 

・
８
月
22
日 

 

※
開
催
日
は
原
則
、
毎
月
第
３
水
曜
日
で
す
。 

※
友
人･

知
人
に
是
非
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

■
配
分
金
増
額 

５
月
支
払
分
よ
り
該
当
会
員 

民
間
（
企
業
・
個
人
）
に
就
業
す
る
会
員
の 

う
ち
、
県
が
定
め
る
最
低
賃
金
に
相
当
す
る
配

分
金
を
受
け
て
い
た
会
員
に
、
本
年
４
月
分
よ

り
、
そ
の
額
が
１
時
間
当
た
り
８
７
１
円
に
増 

額
改
定
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
は
、
県
内
に
働
く
労
働
者
が
対
象
と
な 

る
最
低
賃
金
の
改
正
が
な
さ
れ
、
発
注
者
の
ご 

 

理
解
に
よ
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

に
対
し
て
も
準
用
さ
れ
ま
し
た
。 

 

セ
ン
タ
ー
職
員
人
事 

 
 

 

【
昇
任
】 

４
月
１
日
付 

事
務
局
長 

 

（
事
務
局
次
長
）
五
月
女 

 

真 

【
採
用
】 

４
月
１
日
付 

臨
時
職
員 

 
 
 
 
 

〈
再
任
〉
鈴
木 

 

陽
美 

 

同 
 

 
 
  
 
 
 

〈
再
任
〉
嶺
村 

 

弥
生 

同 
 
 
 

 
 

 

〈
新
任
〉
黒
山
清
四
郎 

【
退
職
】 

３
月
31
日
付 

 
 

 
 
 

 
 

（
事
務
局
長
）
齋
藤 

一
郎 

 
 
 
 

 
 
 

 

  

“安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る 

” 

事
務
所
の
上
部
窓
に
貼
ら
れ
た
「
安
全
標 

語
」。
皆
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

春
は
、
就
業
機
会
の
増
加
す
る
会
員
が
多
く

な
り
ま
す
。
「
作
業
事
故
や
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
、
起
こ
さ
な
い
」
よ
う
、
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

 

平
成
30
年
度
年
会
費
３
６
０
０
円
の
お
支 

払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。
会
費
は
約
95
％
を

「
団
体
障
害
保
険
金
」
に
、
残
額
は
通
信
費
に

充
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
お
支
払
い
は
、
後
日
、
郵
送
に
て
お 

届
け
の
「
振
り
込
み
用
紙
」
（
送
料
・
手
数
料

無
料
）
で
、
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
よ
り
送
金
す

る
か
、
ま
た
は
事
務
所
来
所
に
て
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
お
支
払
い
期
限
は
６
月
末
日
で
す
。 

 

月 日（曜日） 

４ 20（金） 

５ 21（月） 

６ 21（木） 

７ 20（金） 

８ 21（火） 

■ 配分金の支払日 

 

平成 30 年 4月 20 日        いきいきはにゅう シルバーだより   第 42 号            （２）            



 
健
康
・交
通
安
全
講
座 

開
催 

両
テ
ー
マ
に
高
い
関
心 

業
務
安
全
委
員
会
（
岡
田
朋
巳
委
員
長
）
主

催
「
健
康
・
安
全
講
習
会
（
講
座
）」
が
３
月 

６
日
午
後
１
時
半
よ
り
、
ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生

を
会
場
に
開
か
れ
、
会
員
や
家
族
、
会
員
の
友

人
な
ど
約
90
余
名
が
会
場
の
大
会
議
室
を
埋

め
、
熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。 

羽
生
総
合
病
院
心
臓
血
管
外
科
部
長
・
平
野

智
康
先
生
は
「
下
肢
静
脈
瘤
に
つ
い
て
」
を
講

演
。
国
内
に
約
１
千
万
人
い
る
と
さ
れ
る
下
肢

静
脈
瘤
患
者
、
そ
の
病
例
や
原
因
、
最
新
の
治

療
法
に
つ
い
て
Ｏ
Ｈ
Ｐ
を
用
い
、
詳
し
く
解
説

し
ま
し
た
。 

羽
生
警
察
署
巡
査
部
長
・
澤
野
さ
か
江
先
生

は
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
つ
い
て
」
を
分

か
り
易
く
説
明
、
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な

り
う
る
交
通
事
故
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

 

 

  

  

更
な
る
高
み
を
目
指
し
て 

植
木
剪
定
講
習
会 

 
 

２
月
21
、
22
日
の
両
日
、
井
泉
小
学
校
に

お
い
て
植
木
剪
定
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
植
木

剪
定
班
の
会
員
20
名
が
参
加
、
基
礎
か
ら
応

用
、
安
全
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

講
師
は
、
元
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
講
師
の

平
野
憲
一
先
生
。
２
日
間
を
熱
心
に
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

セ
ン
タ
ー
請
負
事
業
の
中
核
と
も
な
っ
て

い
る
植
木
剪
定
業
務
。
就
業
会
員
は
お
客
様
の

満
足
を
得
る
べ
く
質
・
量
と
も
に
更
な
る
向
上

を
目
指
し
て
日
々
研
鑽
を
重
ね
て
お
り
、
益
々

の
進
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

写
真
㊨ 

講
習
に
参
加
し
た
植
木
剪
定
会
員 

中
央
は
講
師
の
平
野
先
生
。 

㊧ 

剪
定
講
習
風
景 

＝
井
泉
小
学
校
に
て
、
斎
藤
主
査
撮
影 

 

理
事･

監
事
候
補
選
考
委
員
会
を
設
置
、 

制
度
化
へ 

 
 

理
事
会
は
30
～
31
年
度
新
役
員
の
選
考
に

向
け
、
理
事
・
監
事
候
補
者
の
選
考
を
担
う
委

員
会
設
置
を
制
度
化
、
当
面
の
選
考
委
員
会
委

員
６
名
を
選
任
し
ま
し
た
。 

な
お
、
「
候
補
者
」
と
は
、
当
該
委
員
会
が

定
款
第
23
条
に
則
り
定
時
総
会
に
承
認
を
求

め
る
「
推
薦
候
補
者
（
二
次
候
補
者
）
」
を
指

し
、
総
会
の
決
議
に
よ
り
選
任
が
確
定
す
る
理

事
・
監
事
予
定
者
の
こ
と
。 

ま
た
、
理
事･

監
事
就
任
を
望
む
方
（
一
次

候
補
者
）
は
自
薦
、
他
薦
を
問
わ
ず
事
務
局
に

そ
の
旨
を
申
し
出
で
き
る
。
選
考
委
員
会
は
、

一
次
候
補
者
の
中
か
ら
選
考
を
行
い
二
次
候

補
者
と
し
て
推
薦
、
総
会
に
信
任
を
求
め
る
。 

【
理
事･

監
事
候
補
者
選
考
委
員
会
委
員
】 

渡
邉 

孔
夫
（
理
事
長
） 

町
田 

尚
武
（
副
理
事
長
） 

 

飯
田 

 

馨 

（
理
事
） 

 

五
月
女
順
一
（
理
事
） 

 

間
庭 

一
江
（
理
事
） 

 

飯
塚 

正
美
（
監
事
） 

 

※
セ
ン
タ
ー
定
款
（
関
係
分
） 

第
22
条 

セ
ン
タ
ー
に
次
の
役
員
を
置
く
。 

（1）
理
事 

 

10
名
以
上
15
名
以
内 

（2）
監
事 

 

２
名
以
内 

第
23
条 

理
事
及
び
監
事
は
、
総
会
の
決
議

に
よ
っ
て
選
任
す
る
。 

2
理
事
長
、
副
理
事
長
及
び
専
務
理
事
は
、

理
事
会
の
決
議
に
よ

っ
て
理
事
の
中
か
ら

選
定
す
る
。 

  

（３）             いきいきはにゅう シルバーだより   第 42 号       平成 30 年 4 月 20 日      

聴講参加した会員らで会場は超満員に。 

＝ワークヒルズ羽生、斎藤主査撮影 

 

講師を務めて下さった羽生総合病院 平野智康 

先生 ㊨、羽生警察署 澤野さか江先生 ㊧ 



施
設
交
代
基
準
説
明
会
を
開
催 

  
２
月
５
日
午
後
、
「
施
設
交
代
基
準
」
説
明

会
を
ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生
で
開
催
、
公
的
施
設

に
就
業
す
る
会
員
35
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
説
明
会
は
、
平
成
25
年
に
、
就
業
の

公
正
化
を
図
る
た
め
制
定
さ
れ
た
「
施
設
交
代

基
準
（
３
年
ル
ー
ル
」
」
に
則
り
、
公
的
施
設

に
就
業
す
る
会
員
に
対
し
、
就
業
調
整
の
主
旨

説
明
及
び
該
「
基
準
」
の
周
知
を
目
的
に
開
い

た
も
の
で
す
。 

な
お
、
昨
年
12
月
に
理
事
会
は
該
「
基
準
」

条
文
中
に
あ
る
交
代
対
象
と
な
る
会
員
へ
の

予
告
時
機
を
、
「
６
カ
月
前
→
１
カ
月
前
」
に

改
め
ま
し
た
（
本
紙
41
号
に
記
事
）。 

事
務
所
内
に
「
求
人
一
覧
表
」
を
掲
示 

今
般
の
公
的
施
設
の
就
業
者
交
代
対
象
と

な
る
就
業
先
・
職
種
・
業
務
内
容
な
ど
に
つ
い

て
、
事
務
所
内
に
「
求

人
一
覧
表
」
を
掲
示
し

て
い
ま
す
。 

当
該
施
設
に
就
業

希
望
の
会
員
は
事
務

所
に
て
ご
確
認
、
詳
細

を
職
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
「
セ
ン
タ
ー
例

規
集
」
も
参
考
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
民
間
企
業
か
ら
は
早
期
就
業
を
希
望

す
る
「
求
人
」
も
あ
り
、
そ
の
都
度
掲
示
し
ま

す
。
早
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
希
望
者
が
集
中
す
る
場
合
は
、
他
職

群
へ
の
異
動
を
含
め
、
ご
自
宅
～
就
業
先
の
距

離
、
交
通
手
段
、
体
力
、
協
調
性
（
就
業
先
職

員
や
仲
間
）
、
積
極
性
、
過
去
の
就
業
状
態
そ

の
他
を
、
新
入
会
員
に
は
前
職
な
ど
を
勘
案
し

て
就
業
先
を
ご
提
示
し
ま
す
。 

 

女
子
会 

（
名称
）
ひ
ま
わ
り
倶
楽
部 

の 

「
お
花
見
会
」 

21
名
が
参
加 

 
 昨

秋
、
女
性
会
員
の
結
束
強
化
と
セ
ン
タ
ー

新
規
入
会
促
進
を
目
指
し
て
発
足
し
た
「
女
性

会
員
の
会
」
。
回
を
追
う
ご
と
に
参
加
す
る
会

員
が
増
え
、
活
動
は
活
発
で
す
。 

年
末
の
第
２
回
会
合
で
は
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト 

作
り
に
熱
中
し
た
後
、
皆
で
会
の
名
称
を
「
ひ

ま
わ
り
倶
楽
部
」
と
名
付
け
ま
し
た
。 

第
３
回
会
合
は
３
月
29
日
（
木
）
お
昼
過

ぎ
の
「
お
花
見
会
」。
葛
西
用
水
・
旭
橋
上
流
100

ｍ
、
満
開
の
桜
の
下
で
開
催
、
待
ち
望
ん
で
い

た
会
員
21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

当
日
は
風
も
な
く
気
温
が
25
℃
を
超
え
、

５
月
下
旬
並
み
の
陽
気
。
参
加
者
全
員
が
昼
食

抜
き
で
駆
け
つ
け
、
渡
邉
理
事
長
ご
挨
拶
の
後

は
早
速
「
花
よ
り
団
子
」
。
お
に
ぎ
り
を
頬
張

り
、
会
員
差
し
入
れ
の
豚
汁
に
花
び
ら
が
色
を 

 

添
え
、
皆
さ
ん
、
舌
鼓
を
打
っ
て
お
腹
を
満
た

し
ま
し
た
。
和
気
藹
々
、
楽
し
い
談
笑
と
食
事

の
２
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。 

こ
の
花
見
会
に
は
理
事
長
、
小
西
広
報
委
員

ら
が
特
別
参
加
。
場
の
盛
り
上
げ
に
一
役
買
い
、

事
務
所
職
員
は
設
営
、
見
回
り
し
ま
し
た
。 

               

   

未
参
加
の
女
性
会
員
も
次
回
の
楽
し
い
「
会

合
」
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

               

ひ
ま
わ
り
倶
楽
部  

次
回
会
合
予
告 

  
 
 
 

 
 

 

日 

時
・
５
月
24
日 

午
後
１
時
半
～ 

場 

所
・
市
民
プ
ラ
ザ 

藍
染
め
教
室
前 

テ
ー
マ
・
藍
染
め
体
験 

 

会 

費
・
４
０
０
円
（
体
験
料
） 

申
込
み
・
参
加
希
望
者
は
５
月
10
日
ま
で

に
会
費
を
添
え
て
事
務
所
へ
。 

※
木
綿
の
白
地
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

平成 30 年 4 月 20 日           いきいきはにゅう シルバーだより   第 42 号         （４）       

桜
花
を
愛
で
つ
つ･

･
･･

 
 

＝
葛
西
用
水
路
堤 

勝
間
主
任
撮
影 ブレスレット作りに熱中した第２回会合 

＝H29.11.22 女性センター、嶺村職員撮影 

皆さんの笑顔も満開 ＝小西定満広報委員撮影 

会
の
「
締
め
」
は
全
員
集
合
！ 

パ
チ
リ 

＝
渡
邉
理
事
長
撮
影 

 



      

▽
開
会
、
ご
来
賓 

 

総
合
司
会
を
阿
部
理
事
が
務
め
、
町
田
祭
り

実
行
委
員
長
の
開
会
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

ご
来
賓
に
羽
生
市
長
河
田
晃
明
様
、
市
議
会

議
長
松
本
敏
夫
様
、
県
議
会
議
員
諸
井
真
英
様

が
ご
多
忙
の
中
を
お
目
見
え
、
河
田
市
長
様
よ

り
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

▽
カ
ラ
オ
ケ
大
会 

田
中
明
美
さ
ん
が
優
勝 

「
演
芸
の
部
」
先
陣
は
、
会
員
10
名
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
た
「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
。
司
会
進

行
を
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
・
鈴
木
会
長
が
務
め
、

出
場
者
は
会
場
い
っ
ぱ
い
に
元
気
な
歌
声
を

響
か
せ
ま
し
た
。
機
械
採
点
に
よ
る
上
位
入
賞

者
は
女
性
会
員
が
独
占
、
豪
華
賞
品
を
手
に
し

ま
し
た
。
以
下
は
順
位
、
会
員
名
、「
曲
目
」 

▽
優
勝 

田
中 

明
美
さ
ん
「
安
芸
の
宮
島
」 

▽
２
位 

豊
口 

且
江
さ
ん
「
白
い
海
峡
」 

▽
３
位 

村
中
千
代
子
さ
ん
「
雪
椿
」 

▽
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り 

よ
さ
こ
い
羽
生
（
西
村
代
表
）
の
メ
ン
バ
ー

10
名
が
鳴
子
を
手
に
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
舞

い
ま
し
た
。 

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
」
は
い
き
い
き
大
学 

▽
バ
ン
ド
演
奏 

   

い
踊
り
、
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。 

熊
谷
学
園
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
（
久
明
代
表
）

は
青
春
時
代
の
懐
か
し
い
曲
を
演
奏
。
観
客
は

演
奏
に
合
わ
せ
合
唱
し
ま
し
た
。 

バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
「
ナ
イ
ン
テ
ィ
ナ
イ
ン
」

（
田
沼
代
表
）
は
懐
か
し
の
名
曲
の
数
々
を
音

量
た
っ
ぷ
り
で
演
奏
。
ま
た
、
こ
の
バ
ン
ド
の

進
行
役
を
務
め
た
稲
見
さ
ん
は
、
合
間
に
「
南

京
玉
す
だ
れ
芸
」
を
披
露
、
観
客
の
目
を
釘
付

け
に
し
て
い
ま
し
た
。 

 

▽
昼
食
・
お
餅
調
理
・
販
売 

女
性
会
員
11
名
は
「
炊
き
込
み
ご
飯
」
と

「
け
ん
ち
ん
う
ど
ん
」
計
２
６
０
食
を
休
む
間

な
く
調
理
。
味
の
評
判
も
上
々
で
来
場
者
の
空 

 

腹
を
満
た
し
ま
し
た
。
彼
女
等
の
毎
度
の
積
極

的
な
協
力
姿
勢
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。 

ま
た
、
祭
り
の
終
盤
、
「
ご
飯
」
の
売
れ
残

り
回
避
の
た
め
、
必
死
に
売
り
込
む
女
性
職
員

の
真
剣
な
姿
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

「
あ
ん
こ
＆
き
な
粉
餅
」
パ
ッ
ク
は
男
性
理

事
数
名
が
2
カ
月
前
か
ら
、
試
作
・
実
習
に

て
腕
を
磨
い
た
搗
き
立
て
お
餅
。
そ
の
努
力
が

実
り
、
１
２
０
パ
ッ
ク
を
完
売
！ 

▽
作
品
展
示 

 

▽
バ
ザ
ー
・
野
菜
販
売
コ
ー
ナ
ー 

会
員
を
は
じ
め
市
民
や
元
会
員
計
23
名
の

方
か
ら
計
２
２
０
点
を
超
え
る
「
バ
ザ
ー
品
」

や
野
菜
の
提
供
を
頂
き
、
陳
列
ス
ペ
ー
ス
が
不

足
す
る
ほ
ど
で
し
た
。
一
方
、
販
売
ス
タ
ッ
フ

も
ま
た
大
忙
し
。
前
日
ま
で
に
、
保
管
、
値
決

め
、
値
札
付
け
、
陳
列
な
ど
の
準
備
に
あ
た
り
、

当
日
の
大
繁
盛
に
繋
げ
ま
し
た
。 

出
店
協
力
頂
い
た
秩
父
市
・
さ
い
た
ま
市

（
岩
槻
事
業
所
）
の
両
SC
、
市
観
光
協
会
、

ワ
ン
マ
ン
Co,
も
販
売
好
調
の
模
様
で
し
た
。 

    

▽
閉
会
挨
拶
・
お
楽
し
み
抽
選
会 

渡
邉
孔
夫
理
事
長
が
閉
会
・
御
礼
の
挨
拶
。 

続
い
て
恒
例
の
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
。
今

回
は
当
選
者
数
を
大
幅
に
Ｕ
Ｐ
、
当
選
確
率
は

1/3
強
と
大
盤
振
る
舞
い
。
司
会
は
五
月
女
次

長(

当
時)

が
務
め
ま
し
た
。 

 

当
選
番
号
発
表
の
度
に
満
面
笑
み
の
人
も

い
れ
ば
、
「
番
号
が
１
番
違
い
だ
～
」
の
嘆
き

も
漏
れ
、
超
満
員
の
主
会
場
は
悲
喜
こ
も
ご
も

と
な
り
ま
し
た
。 

                

    

   

御 

礼 

第
７
回
シ
ル
バ
ー
祭
り
は
、
会
員
・
市

民
・
協
賛
企
業
・
関
連
機
関
・
事
務
局
職
員

他
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
に
よ

り
盛
会
裡
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

第
７
回
シ
ル
バ
ー
祭
り
実
行
委
員
会 

 

こ
の
紙
面
（
５
～
６
面
）
に
用
い
た
写
真
は
・

飯
田
理
事
・
小
西
広
報
委
員
・
桜
井
清
会
員
・

小
野
主
幹
の
撮
影
協
力
に
よ
る
も
の
で
す
。 

40 名を超える方からの作品約 80 点が 

ずらりと展示され、壮観でした。 

福の神？たちによる抽選会準備が整いました。 

（５）              いきいきはにゅう シルバーだより   第 42 号       平成 30 年 4月 20 日           

ご挨拶の河田市長。場内

からのカラオケ要請コー

ルに応え、熱唱も 

演奏する「ナインティナイン」の皆さん。後方中央

のドラマー･齋藤一郎事務局長（当時）は汗ダクの

大活躍。手前右は田沼代表。 

大
盛
会
！ 
３

０
名
が
来
場 

第
７
回

 
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

       

去
る
２
月
18
日(

日)

、「
第
７
回
羽
生
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」
が
パ
ー
プ
ル

羽
生
（
市
女
性
セ
ン
タ
ー
）
を
会
場
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
年
１
回
開
催
の
シ
ル
バ
ー

祭
り
。
会
員
、
市
民
合
計
３
４
０
名
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、
親
睦
・
交
流
を
深
め
、
一
日

を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
各
所
の
持
ち
場
で
大
健
闘
し
ま
し
た
。 



本
紙
を
フ
ル
カ
ラ
ー
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
！ 

 

ネ
ッ
ト
接
続
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の

会
員
は
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
活
動
情 

報
」
よ
り
「
シ
ル 

 

バ
ー
だ
よ
り
」
既 

 
 

 

刊
号(

本
号
含
む)

． 
 

 

を
フ
ル
カ
ラ
ー
で 

ご
覧
頂
く
こ
と
が 

で
き
ま
す
。 

 
 
 

 
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

編
集
部
で
は
皆
様
か
ら
短
歌
や
俳
句
、
川

柳
、
随
筆
、
身
近
な
話
題
な
ど
沢
山
の
投
稿

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
あ
て
に
ど
し

ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
投
稿
時
期

や
内
容
に
よ
り
掲
載
号
の
ず
れ
込
み
、
不
掲

載
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 
就
業
先
訪
問
⑧ 

 
 
 

 
ニ
ッ
コ
ー
シ
㈱
埼
玉
事
業
所 

 

清
掃
班 

 

４
月
早
々
、
ニ
ッ
コ
ー
シ
㈱
埼
玉
事
業
所

(

所
在
地･

藤
井
下
組
、
本
社･

東
京)

を
訪
れ
た
。

こ
こ
は
機
械
加
工
・
接
合
・
表
面
処
理
ま
で
一

貫
生
産
ラ
イ
ン
を
設
備
、
主
に
半
導
体
・
Ｌ
Ｅ

Ｄ
製
造
装
置
部
品
な
ど
を
生
産
し
て
い
る
。 

我
々
の
取
材
に
、
業
務
部
総
務
課
課
長
代
理
の

吉
田
さ
ん
が
快
く
応
じ
て
く
れ
た
。 

こ
の
会
社
で
、
今
井
吉
春
会
員
、
福
嶋
正
雄

会
員
、
飯
野
文
子
会
員
、
四
分
一
典
子
会
員
の

４
名
が
２
年
以
上
就
業
さ
せ
て
頂
き
、
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
。 

 

 

 

会
社
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
を
２
種
取
得
し
て
い

る
。
そ
の
認
証
の
ベ
ー
ス
と
な
る
の
が
品
質
管

理
体
制
だ
が
、
５
Ｓ
（
＝
整
理
・
整
頓
・
清
潔
・

清
掃
・
躾
）
が
基
本
と
な
る
。
こ
の
会
社
に
は

そ
れ
が
し
っ
か
り
と
根
付
い
て
い
る
。
そ
の
食

堂
、
こ
の
日
当
番
の
２
会
員
に
非
番
の
２
名
が 

合
流
し
、
取
材
を
開
始
し
た
。 

 

就
業
は
２
名
１
組
で
食
堂
や
休
憩
所
、
ト
イ

レ
な
ど
の
清
掃
を
日
替
わ
り
交
代
で
会
社
が

整
備
の
「
作
業
手
順
書
」
に
従
っ
て
作
業
す
る
。

４
名
は
会
社
や
吉
田
さ
ん
を
「
面
倒
見
が
よ
く
、

と
て
も
親
切
」
と
声
を
揃
え
る
。 

「
感
謝
と
貢
献
の
精
神
」
で
日
々
仕
事
に
臨

む
健
康
な
会
員
諸
兄
姉
。

今
日
も
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
大
切
に
仕
事
に
精
を

出
す
。 

 

   

７
th
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り 

出
展
作
品 

① 
 

第
７
回
目
の
シ
ル
バ
ー
祭
り
「
作
品
展
」
。

今
回
も
会
場
に
多
数
の
作
品
が
並
び
、
見
る
者

に
深
い
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
記
録
画
像

の
中
か
ら
、
広
報
委
が
独
断
で
選
ん
だ
作
品
を

本
紙
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
楽
し
み
下
さ
い
。 

 

■
レ
ー
ス
編
み 

「
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス 

他
」 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

柿
崎 

文
子
会
員 

 

■
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク 

「
ペ
ン
ケ
ー
ス
」 

柏
木
八
千
江
会
員 

 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

川
田
会
員
が
優
勝 

郷
土
民
謡
埼
玉
大
会 

 

昨
秋
、
富
士
見
市
で
開
催
さ
れ
た
「
埼
玉
県

郷
土
民
謡
埼
玉
大
会
」
。
当
セ
ン
タ
ー
会
員
川

田
忠
男
さ
ん
が
得
意
の
喉
で
「
秋
の
山
唄
」
他

を
唄
い
、
見
事
総
合
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。 

 

 

編
集
後
記 

▼
４
月
２
日
、
事
務
所
は
始
業
時
よ
り
、
お
客
様
の

電
話
や
来
所
で
多
忙
を
極
め
て
い
ま
し
た
。
大
半
は

植
木
剪
定
の
予
約
注
文
。
植
木
に
限
ら
ず
、
様
々
な

職
種
に
お
い
て
先
輩
達
が
残
し
て
き
た
信
用
が
今

日
の
セ
ン
タ
ー
に
連
綿
と
続
い
て
い
ま
す
。 

▼
今
年
、
桜
の
開
花
が
全
国
的
に
早
ま
り
ま
し
た
。

厳
し
い
冬
の
寒
さ
が
休
眠
打
破
に
一
役
か
い
、
ま
た

急
激
な
高
温
が
花
芽
の
成
長
を
促
し
た
、
と
専
門
家

の
説
。
一
方
、
人
間
に
は
「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
の

時
節
。
緊
張
感
が
薄
れ
、
作
業
事
故
や
居
眠
り
運
転

な
ど
思
わ
ぬ
事
故
も
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

▼
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
の
編
集
に
関
り
５
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
毎
号
、
発
行
日
に
間
に
合
わ
せ
る
べ
く

「
納
期
厳
守
」
に
努
め
ま
し
た
が
、
紙
面
の
出
来
栄

え
は
今
イ
チ
、
反
省
ば
か
り
で
し
た
。 

長
期
に
わ
た
る
ご
愛
読
と
ご
支
援
・
ご
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

次
号
43
号
か
ら
、
新
メ
ン
バ
ー
が
編
集
を
担
当
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。 

広
報
委
員
会
（
M
） 

平成 30 年 4月 20 日           いきいきはにゅう シルバーだより    第 42 号          （６）            

同社埼玉事業所社員食堂にて＝斎藤主査撮影 

＜作者コメント＞子供の頃、何かを作った

私に、今は亡き父が「上手だね」とよく褒

めてくれました。今回の作品は１年がかり

で完成。夢に現れ、「頑張ったネ」と称賛

してくれました。左は「ソファー掛け」 

＜作者コメント＞公民館でこの手法を習

い始めて 20 年が経ちました。布選びや配

色に気を遣いますが、ストレス解消にな

っています。布地は浅草の専門店で揃え

ます。 


